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短期大学における早期英語教育プログラムの試み
－－平安女学院大学短期大学部英語コミュニケーション学科における実践報告－－
伊藤紀美江
はじめに
２００３年度から全国の公立小学校における「総合的学習の時間」で、国際理解教育の一環として英会
話を教えることが可能になったのは周知の事実である。これに伴い、当然巷では早期英語教育熱が高
まり、幼児・児童向け（時には乳児向け）の英語教室の数はどんどん増え、本屋でも早期英語教育関
連の売り場が日に日に広がっている。言語習得に関してはまだまだ未知の部分も多く、こういった傾
向に批判的な意見が出ていることも事実ではあるが、様々な形で子供に英語を教えることのできる教
師が、全国的規模で求められていることは明白である。
本学科でも２００２年度からの新カリキュラムの導入に伴い、早期英語教育関連科目を開講することに
なった。それには、時代のニーズに合わせるということ以外に、以下の二つの目標があげられる。
第一の目標は、「学生の卒業後の自立支援」である。現在、短期大学で教育職員免許法が定める所
定の単位を取得すれば、中学校教諭二種免許状（英語）が授与される。しかし、たまに塾の講師とし
て採用される者はいるものの、実際に正教員として中学校の教壇に立つことは、現状から見て非常に
困難である。もちろん、それは本人の努力・学力次第ともいえるが、せっかく大変な思いをして免許
を取得したにもかかわらず、それが将来の展望につながらないとすれば、学生のやる気にも影響して
くる。その点、現時点ではまだ正規の資格が存在していない、早期英語教育の教師という仕事は、努
力次第では手が届く感があり、その形態も英語学校に就職するだけでなく、将来自宅で教室を開くと
いう道もある。いわば、一生の仕事にもつながるわけで、この講座で学生に知識とテクニックを身に
つけさせれば、独立サポートのひとつになると言えるだろう。
第二の目標は、近年叫ばれている深刻な学生の学力低下を、少しでも食止めるためである。他人に
何かを教えるためには、自らも必死に学ばなければならない。人間誰しも興味の無いことにはやる気
も起きないが、結婚して子供を産みたいと思っている多くの学生にとっては、子供の言語習得過程を
勉強することは、近い将来自分の子育てにも役立つとあって、大勢が興味を示している。その結果学
生が知識を得る喜びに気づき、より多くのことを学習しなければならないことを自覚し、他の教科に
も真剣に取り組むようになれば、全体的な学力向上に貢献できるのではないかと思う。
本稿では、平安女学院を例にとり、短期大学で早期英語関連のプログラムを立ち上げる際の問題点
を、実例を挙げて考察し、最後に、一年間受講した学生の意識調査結果をもとに、今後の展望を記し
たい。
カリキュラム内容とその科目設定のねらい
本学科の早期英語教育関連科目は３つあり、一回生秋学期開講の Teaching Internship、二回生春学
期開講の「早期英語教育論」、そして二回生秋学期開講の「早期英語教育教材論」である。これに加
えて、一回生春学期開講の教育心理学の単位を取得すれば、公的な権威は全く無いが、受講科目名の
記載された修了証を卒業時に発行することになっている。
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Teaching Internship
２００２年度の登録者数は３６名、受講生は２６名であった。受講生が減ったのは、登録だけはしたものの、
１０月からの短期留学プログラムに参加した学生が多数いたことによる。またこれらの学生は二回生か
らあらたに、早期英語関連の授業に参加している。２００３年度の一回生は９月現在で２５名が登録してい
る。
Teaching Internshipという名称は、他のインターンシップ科目と同時期に開講されることからつけ
られたものであるが、この時期に設定されたのは、就職を考える際の良い動機付けになるのではない
かという思いがあったからである。しかし、この時点で学生に実習させることは不可能なので、早期
英語教育に必要な入門的な知識やアクティビティを身につけながら、平安女学院幼稚園の協力を得て
本校カナダ人の教員と筆者で行うティームティーチングの見学補助をする、という形をとった。
具体的にはクラスルームイングリッシュの使い方、フォニックスを使っての発音練習、ハロウィン
やクリスマス用も含めた種々のアクティビティ・歌・チャンツの練習に加え、英語圏で生活している
子供なら当然知っている単語（遊具・遊びの名称・体の部位・動物名・基本的動作・教室内の事物な
ど）の習得などを中心に、時にはビデオも用いながら授業を進めていった。また、早期英語教育の現
場で現在子供の指導にあたっている講師をゲストスピーカーに迎え、実情についても語ってもらった。
幼稚園での見学補助は、年長組（３６名）年中組（３０名）を各２回３０分ずつ行った。これに先立ち、
授業で用いる教材は学生に作らせたが、カリキュラムの作成方法を教えるまでは時間的に余裕がな
かったので、当日のプランは筆者が立てた。（表１参照）
教室は園で一番大きい遊戯室を使用し、教員の顔が全員から見えるように、子供たちには半円を描
くように座ってもらい、その周辺に学生を配置した。（図１参照）これはネイティブ教員の指示が、
子供たちにうまく伝わらなかったときに、学生が facilitator”の役をするためである。
また普段子供と触れ合う機会の少ない学生には、幼稚園に行く前には、不意の事故を防ぐために、
爪を長く伸ばさない、石のついた指輪などのアクセサリーはとる、万一幼児の足を踏んだときのため
に、やわらかいゴム底の上履きを使用する、風邪を引いている場合は子供に近づかないようにする等
の注意事項を与えておいた。そして見学後は必ず短大の教室に戻り、反省会を開いた。
見学補助に関する幼稚園側および学生の反応は後述する。
図１ 遊戯室のレイアウト
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早期英語教育論
この科目では、子供に英語を教えるときに必要な基本的理論の講義を中心に、クラスの管理や雰囲
気作りを含めた具体的な指導法の教授を行った。受講生は Teaching Internshipから引き続き受講した
者１３名、二回生からあらたに始めた者１９名の計３２名である。前半は教科書は用いず、毎回プリントを
配布し、低年齢外国語学習者の特徴、第一言語習得、臨界期などの第二言語習得に関する様々な仮説、
ピアジェ・ヴィゴツキー・ブルーナーなどの発達心理学の理論、外国における早期外国語教育の実態、
表１
幼稚園における授業案 （一回目）
幼稚園における授業案 （一回目）
時 間 指導のねらい 指導内容と方法 準備するもの
１０：００～１０：０５
英語の挨拶を教え、子ども
達の体を動かすことで、英
語を理解させる。
“Good Morning Song”を全
員で歌う。
“Sit down”, “Stand up”を繰
り返す。
特に無し。
１０：０５～１０：１５
１から１０までの数字を教え
る。
“apple”, “car”, “cat”などの
身近なものが描かれている
絵を見ながら、全員で数を
数える。
“How many～？”の質問を
してそれに答える。
“Ten Little Monkeys”の歌を
歌う。
学生に模造紙に描かせた絵
とそれを貼り付ける白板２
台。
“Ten Little Monkeys”用に作
成した、一枚ずつめくれる
カードを白板の裏側に横一
列に並べて糸でつるしてお
く。
１０：１５～１０：２５
色（赤・青・黄・緑・紫・
オレンジ・ピンク）を教え
る。
一通り色の名前が言えるよ
う に な っ た ら、“Touch
something～!”で周りにある
ものや、身につけているも
のを触る。
同上の学生作成の絵と白板。
１０：２５～１０：３０ 別れる時の挨拶を教える。
全員で大きな輪を作り隣り
同士手をつないで“Good-
bye Song”を歌う。
特に無し。
時 間 指導のねらい 指導内容と方法 準備するもの
１０：００～１０：０７ 挨拶と前回の復習
“Good Morning Song”を全
員で歌う。
前回習った数と色を全員で
言ってみる。
前回持参した模造紙の絵と
白板。
１０：０７～１０：１５ ABCの導入
アルファベットの書かれた
模造紙を見ながら、ひとつ
ひとつの音を発音したり、
ABC songを歌う。
教師作成のアルファベット
ポスターと白板。
１０：１５～１０：２５
よく目にする動物の名前を
教え、鳴き声が日本語と違
うところに着目させる。
“Old McDonald’s Farm”に出
てくる動物の名前と鳴き声
を全員でジェスチャーを交
えながら繰り返す。
“Old McDonald’s Farm”を学
生のピアノに合わせて歌う
が、子どもには鳴き声のと
ころだけを歌わせる。
学生の作成した、動物の絵
の描いてある模造紙と、白
板。
ピアノ
１０：２５～１０：３０ 挨拶
前回と同様全員で大きな輪
を作り “Good-bye Song”を
歌う。
特になし。
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バイリンガリズムとイマージョンプログラムなどについて解説した。具体的な指導法に関しては、
Teaching English to Children （Wendy A.Scott / Lisbeth H. Ytreberg著、伊藤克敏訳、２００１年）をテキス
トとして用いたが、これは引き続き秋学期の「早期英語教育教材論」でも用いる予定である。
また将来学生がこの道に進んだ場合、幼稚園児だけでなくもっと幅広い年齢層が対象となるので、
筆者がワークショップで体験してきた、開発教育（１）を基盤とした小学生向けのアクティビティなども
取り入れてみた。
早期英語教育教材論
ここではグループディスカッションなどで市販の教材を比較検討したり、クラスメートを子供に見
立て、フラッシュカードの使い方や絵本の読み聞かせの仕方、歌・チャンツ・ゲームなどの実践的な
指導法を身につけ、自分たちでレッスンプランを立てられるようになることを目標にしている。また
一回生から引き続き受講している学生には、Teaching Internshipで体験できなかった幼稚園での実習
を、カナダ人教員とのティームティーチングという形で一部担当させる予定である。
Teaching Internship に対する幼稚園および学生の反応
平安女学院幼稚園の基本的な教育理念は子供の主体性を育てることであり、学習的な要素の強い全
員で一斉に同じことをする保育とは異なり、子供たちはゆったりした環境の中で、思い思いに遊んで
いる。すなわち、各子供に対応した個別のカリキュラムのもとに、きめ細やかなケアがなされている
のだ。「早期英語教育」といった、一種の英才教育のような響きを持つ科目の見学実習先として学生
を受け入れるには、おそらく多少の懸念があると推測できるが、水曜日の午前中に４回快く協力して
もらっている。
園児の反応
子どもの指導にあたるネイティブ教員はカナダ出身で、本国では公立の幼稚園から高等学校まで教
えられる資格を有している。園児たちは園長以外初めて接する「男の先生」ということにも興味を示
し、数人の勘の良い子供がリードする中、クラスは英語のみでスムーズに進んでいった。よく言われ
ていることではあるが、子供たちはネイティブ教員の発音をそのまま再生することができ、その場に
いた大人は全員その様子に驚いた。また最後に全員で歌う“Good bye Song”を年中組は気に入り、普
段の日も「お帰りの時間」に自主的に歌っていてくれたようである。
日本、韓国、タイに教室を持ち、自らもアジアの子供たちに英語を教えている David Paulは、Teaching
English to Children in Asia（２００３）の中で、“Having a feeling of ownership of what has been learned is an
essential ingredient in a child-centered lesson.”（p．２１）と述べているが、これなどはまさに子供たちの
“ownership”が現れたものだと言えよう。
年中組の方は年長組に比べ、初回には幾分戸惑いを見せていた。また次のクラスまでに冬休みが入
り一ヶ月以上の間隔があいてしまったことで心配したが、２回目には年長組と同様、生き生きと反応
し、前回習ったこともかなり覚えていたのには驚かされた。
また園外でも私たちや見学に行っていた学生に出会うと“Hello!”と声をかけてくれるのも嬉しい出
来事であった。
ただ、こちらの指導不足に負うところもあるのだが、一部の学生の中に「子供に英語を教えること」
と「単なる遊び相手になること」の区別がついていない者がいて、結果的にネイティブ教員の話に耳
を傾ける子供の気をそらせたり、汚い言葉遣いで学生同士私語を交わし、子供に驚かれる場面もあっ
た。
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また“Old McDonald’s Farm”を年中組に教える時には、もう少しスピードを落としたほうが良いとい
うことも、幼稚園教諭から指摘を受けた。
結果的に「いかにもお勉強」という形ではなく、楽しい雰囲気の中で子供たちが自然に英語に触れ
るのは決して悪いことではないので、次回からは余裕があれば見学実習の回数を増やしても良いとま
で言ってもらえた。
ちなみに幼稚園側の、一般論としての早期英語教育に対するアンケート結果（２００３年７月実施）は
以下の通りである。（表２）
学生の反応
数人の熱心な学生たちからは、もっと自分たちが主導権を持って積極的に教えたかったという声も
聞かれた。しかし、子供がどういうものかも分かっていない状態で、いきなり３０人の園児の指導に当
たらせることはあらゆる面で不可能と判断し、最後の授業でのみ、学生に“Good bye Song”の指導を
してもらった。
半期の授業が終了した時点で学生に書いてもらった感想には、子供を相手に英語を教えることの難
しさを再認識しながらも、続けてもっと深いことを学んでいきたいとする者が多く、また Phonicsを
学んだことで、自分たちの発音練習にも役立ったというコメントも多かった。
表２
「一般論としての幼稚園での英語教育」に関するアンケート （２００３年７月実施）
対象：平安女学院幼稚園専任教諭（４名）補助教諭（７名）
対象者数：１１名
回答数：１０名
前期に見学に行った学生に対する幼稚園からの意見
（１）幼稚園で英語教育をすることについて。
１．賛成（ １ ）２．どちらかと言えば賛成（ ０ ）３．どちらとも言えない（ ３ ）
４．どちらかと言えば反対（ ５ ）５．反対（ １ ）
（２）「賛成」の理由：幼児期から無理にではなく自然に英語（他の国の言葉でも）に触れるのは良いことだ。
（３）「反対」「どちらかと言えば反対」の理由：
１．あえて「英語教育」と突出したものでなく自然に子ども達の生活に入ってくるのが良い。
２．英語に慣れる程度なら良いが、教育となると反対。
３．興味を持てばそれで良いかもしれないが、それ以外にも幼児期に大切なものは沢山ある。
４．英語教育が「早期教育」「英才教育」という意味合いになる場合反対。
５．障害を有している子どもがいる場合、そこに「日常会話が理解できる」という前提があるように思えるので
少し気になる。ただし、障害の有無に関係無く絵や写真など、どの子どもにも分かりやすく楽しめる設定でな
ら、良いのではないか。
（４）「賛成」「どちらかと言えば賛成」の場合、幼児に英語を教えるのは誰が良いか。
１．英語を母語とする外国人（ ２ ）
２．英語の話せる外国人なら母語話者でなくてもよい（ ０ ）
３．英語圏に滞在経験のある日本人（ ０ ）
４．熱意のある人なら英語圏の滞在経験がない日本人でも構わない（ ０ ）
５．日本人と英語の母語話者がペアで教えるのが良い（ １ ）
（５）その頻度はどれぐらいが適当か。
１．毎日（０） ２．週２～３回（１） ３．週一回（１） ４．月に１～２回（０） ５．その他（０）
（４）（５）に関しては「どちらかと言えば反対」の回答者からも回答が寄せられた。
・子どもと接するということを心掛けて来て欲しい。
・グループで発表（実習）するなど、学生が主体的に接する時間を設けても良い。
・見学に来る学生は挨拶もしっかりしていて、子どもにも力を抜いて笑顔で自然に関わってくれるので良い。
・皆で固まっていすぎると子ども達が圧倒されてしまう時がある。
・少し怖い雰囲気の学生がいた。次回はまた違った様子で来園し、子ども達に接してくれると信じている。
・全体的に良い。
・ガムを噛んでいる学生がいたのに驚いた。
・言葉の荒さが気になる。
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現在のカリキュラムの抱えている問題点とその対策
まず Teaching Internshipから述べていく。２００２年度入学の学生に関しては、初めての試みであるの
で、学生の様子を見ながら試行錯誤を繰り返すことになった。もちろん大半の学生は早期英語教育と
いう分野に興味を持って受講していたのだが、何となく面白そうという理由で取った者が多く、中に
は単位数の多さに惹かれ、実は興味はないのだが友達が取るので一緒に登録したという学生も数人い
た。２００３年度は新入生の宿泊オリエンテーションにおいて十分説明をし、難しいことも多いが、やり
がいもある分野であることを強調しておいたので、安易な気持ちで受講するものは減少すると思って
いる。
またほとんどの学生は、子供が好き、子供に教えることに興味がある、と言っているが、普段身近
に子供がいない為に、子供たちとの接し方が分からず、自分たちだけで固まってしまう場面が良く見
られた。そこで、２００３年度は少しでも子供に慣れさせるために、秋学期の始まる前に、全員一度は幼
稚園に行き、普段の保育の様子を見学してくることを義務付け、機会があればできるだけ園児達と触
れ合ってくるようにと奨励している。それに加え、万一の事故に備え、学研災（２）に加入させることに
した。
次に挙げられるのが、学生がアクティビティをするときに抱く気恥ずかしさをどう克服させるかと
いう問題である。特にまじめで熱心な学生ほど、人前でオーバーアクション、ハイテンションで振舞
わなければならないことに躊躇いを見せる。普段大人だけの授業で歌やアクティビティを練習すると
きは、恥ずかしい気持ちになるのも仕方なく、敢えて無理強いはできなかったが、実際子供を目の前
にすれば誰でも自然にオーバーアクションになると思うので、これは秋学期の実習において場数を踏
ませることで解決すると思われる。
三番目は、実習先に関することである。以前にも若干触れたが、早期英語教育の対象は中学入学以
前のすべての年齢層の子供である。各年齢の発達状況に応じた教育をすることが大切と、講義でいく
ら話しても、具体的に現場を見なければ分からないことも多く、できれば幼稚園だけでなく、地元の
小学校や学童保育などの協力も得て、実習先の数を増やしていきたい。ただ、これは時間的制約もあ
り、すぐには実施できないかも知れない。
最後に一番問題となっているのが、学生の英語力の問題である。大抵の早期英語の教室が講師に求
める英語力は、英検２級以上、TOEIC６００点以上である。本学科でも学生の学力低下はここ数年著し
く、残念なことではあるが、現在この条件を満たしている学生はほとんどいない。基本的な文法が分
かっていないので中学校の先生にはなれないけれど、子供相手になら何とか英語を使った仕事に就け
るのではないか、という安易な考えの学生には、いかに基礎学力が重要であるかと言うことを、くど
いほど強調しているが、４技能を向上させるには、本人の努力に加え、CEP（３）の科目に負うところが
多い。特に相手が聞いた音をそのまま再生する能力のある子供である以上、Listeningや Speakingの
クラスなどで正しい発音を身につけさせることは、早急に必要とされている課題である。もちろん日
本という EFL（４）の環境で普通の英語教育を受けてきた者に、Native Speakerと全く同じ発音を要求す
ることは不可能ともいえるが、それでも最低限、単語ごとにぶつぶつ区切って読まないとか、自然な
イントネーションを身につけるとか、/ r /と/ l /の違いをはっきり発音できるなどのことができないと、
子供たちに悪影響を与えてしまう。ただ、学生があまりにも日本人訛りを意識して自分の発音にコン
プレックスを持ち、その結果早期英語教師の教員への道を諦めるようなことにはならないように注意
したい。
Crystalはその著書 English As a Global Language（１９９７）の中で、今や世界中で母語ないし母語並
みに英語を話す人は６億７０００万人、そこそこの英語力を持つ人も入れると、１８億人が英語を使ってい
るのではないか、と言っている。また“World Englishes”という概念を唱えている Kachruも、旧英語圏
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の植民地である、いわゆる“Outer Circle”（５）で話されている英語もすべて英語の一変種と捉え、ランク
の低い英語とする見方に異議を唱えている。学生たちにもこの事についても話をし、発音については
過度に神経質になって萎縮してしまわないように、しかしコミュニケーションの際には困らない話し
方の習得に向けては日々努力するように、促していこうと考えている。
終わりに
最後に、二回生春学期を終了した段階で実施した、早期英語教育に関する学生のアンケート調査の
結果をもとに、この一年間を振り返ってみたい。（表３）
無記名で取ったアンケートなので、一回生から継続して受講しているものと、二回生から始めた者
表３
早期英語に関するアンケート調査結果（２００３年７月実施）
対象者：早期英語教育論受講者２６名、うち教職課程受講者４名（本学科２回生）
１）早期英語教育を受けたことはあるか。 はい（１７名） いいえ（９名）
２）経験者の早期英語教育を受けたときの年齢
３才以下（１名） ４～６才（５名） 小学校低学年（２名） 小学校高学年（９名）
３）どういう形態で習っていたか。 プライベートレッスン（１３名） くもん、アップルなどの教室（４名）
４）頻度 週一回（１１名） 週２回以上（５名） 不定期（１名）
５）誰に習ったか。 英語を母語とする外国人（３名） 英語圏に滞在経験のある日本人（９名）
英語圏に滞在経験のない日本人（５名）
６）その時の経験は 大変役に立っている（２名）理由：中学入学前に英語に慣れることができた
基本がしっかり身についた
少しは役立っている（８名）理由：簡単な日常会話や発音が身についた（３名）
中学に入った時に英語が簡単に理解できた（２名）
外国人に対して物怖じしない（２名）
英語に興味を持つようになった（１名）
どちらとも言えない（６名）
あまり役に立っていない 理由：子ども同士で遊んでしまったから
７）未経験者は早期英語教育を受けておけば良かったと
強く思う（５名）理由：もっと発音がきれいになっていたし、英語に興味も持てたと思う。（１名）
小さい頃からやっていれば吸収力が大きいし身につきやすい。（２名）
やっておけば何かが違っていたと思う。（１名）
言語習得能力は大きくなるにつれ低下していくと思うから（１名）
少しは思う（４名）理由：Speakingの力がもっとついていた。（２名）
もっと視野が広がっていたと思う（１名）
８）将来英語を教えてみたい
是非教えたい（６名） 機会があれば教えたい（１５名） どちらとも言えない（４名）
あまり教える気は無い（１名） 絶対教えたくない（０）
９）教えてみたい年齢層
幼児（９名）幼児および小学生（６名）小学生（３名）小学生および中学生（２名）中学生（１名）
１０）「早期英語教育論」を受講した理由（複数回答あり）
子どもが好き（２名） 将来役に立つ（７名） 英語と関連した勉強がしたい（３名）
単位が欲しい（１名） 興味があった（６名） 子供以外に対しても教え方がわかる（３名）
実際教えてみたい（３名） 楽しそう（１名） 英語が好き（１名）
子供と英語でコミュニケーションをとってみたい（２名）
１２）Teaching Internshipと早期英語教育論を受講して意識は変わったか。
はい （１９名） いいえ （４名） Teaching Internshipをまだやっていない（３名）
１３）どのように変わったか。
もっと早くから英語は始めるべきだ（４名） 難しいと思っていたことが分かってきた（３名）
教えることに興味が出てきた（３名） 自分の子供には早くから英語に触れさせようと思った。（２名）
子供のことが良く分かった（１名） いろんな知識が増えた（１名）
本屋で早期英語教育のところに行くようになった（１名） 先生になりたい（１名）
映画を英語で見るようになった（１名） もっと勉強がしたくなった（１名）
中学から持っていた勉強のイメージが変わった（１名）
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の割合は分からないが、ほとんどの学生が、以前のような軽い気持ちではなく、厳しさも認識した上
で、将来早期英語教育に何らかの形で関っていきたいと思っている。はじめに目標として科が掲げた
「女性の自立支援」に向けて一歩踏み出した感がある。
また一方で、CEPなど他の科目においても、早期英語教育関連科目の受講生の授業態度に真剣み
が増し、自ら英語力全般の向上に向けて努力しなければならないという、自覚が生まれたものと思わ
れる。
現時点ではまだ学生が実際に教壇に立って教えたわけではないので、中学校での教育実習やビジネ
スインターンシップを経験してきた学生が見せる、明らかな精神的成長を目にするところまではいっ
ていない。しかしこれも秋学期に実習を経験した後には、見られるものと楽しみにしている。
早期英語教育それ自体に関しては、賛否両論さまざまな意見が飛び交っており、いくら早くから英
語の音声に慣れさせたところで、EFLの環境にあっては本人の相当な努力無しに本当の意味で英語
を使いこなせるようになること、すなわち Cummins（１９８１）の区分けで言う CALP（Cognitive Academic
Language Proficiency）（６）を身につけることは並大抵のことではない。しかし、何もしないよりは少し
でも英語に触れる機会を与えることが大切ではないだろうか。筆者自身、小学校で英語の授業を受け
なんとなく外国に興味を持ったことが、今の仕事の原点にあると自覚している。学生のアンケートで
も、経験者は自分が受けた早期英語教育にプラスの評価を下した者がほとんどで、未経験者も「やっ
ておけばよかった」と一様に回答している。
たった一年半、関連科目を受講しただけで、受講生全員が即戦力になるとは絶対言えないが、現場
での経験が人を成長させるのは、どんな分野においても同じである。課題はまだまだ山積みではある
が、これからも研鑽を積み、一人でも多くの学生を早期英語教育の優秀な教師として世に送り出した
いと思っている。
注
 地球市民教育、環境教育、人権教育などの教育活動とも協力し、新しい教育の創造に向けて活動している
教育 NGO。１９８２年発足。２００２年から「開発教育協会（通称：DEAR）」と改称。
 正式名称は「学研災付帯賠償責任保険」のＢコース、インターンシップ・教育資格活動等賠償責任保険（略
称「インターン賠」）
 本学科で１９９６年度に“Communicative English Program”として立ち上げられ、２０００年度より“Content-based
English Program”に名称が変更されたプログラムの略称。一回生は“Food”, “Travel”, “Gender”, “Health” ,
“Environment”、二回生は“Work & Employment”, “Art, Culture, & Music”, “Internationalization”, Human Rights”,
“Future”の順に、一定期間はどのクラスに行っても同じトピックで学習することでコミュニケーションの場
で実際使える四技能の向上を目指す。Speaking/Listeningはネイティブ教員が担当し、Reading/Writingは日本
人教員が担当する。
 English as a Foreign Languageの略称。外国語として学習する英語のこと。これに対し、英語以外の言語が母
国語である者にとって、英語が生活圏で公用語として話されている場合は ESL（English as a Second
Language）の環境にいることになる。
 インド出身のアメリカの言語学者 Braj. B. Kachruは３つの同心円を用いて世界で使用されている英語の分類
をしている。その中心円（Inner Circle）となるのが、アメリカ、英国などの英語を主要言語として用いてい
る国、その周りに位置するのが、英語は母語ではないが第二言語として重要な役割を果たしているシンガ
ポールやインドのような国、すなわち“Outer Circle”である。ちなみに、英語が行政面など、公的な場で使わ
れることのない日本や中国は、さらにその外側に位置する“Expanding Circle”とされる。
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 Cumminsがバイリンガルの言語能力に関して用いた語。抽象的なことを思考したり議論するとき等、知的
な作業に必要な言語能力で、日本語訳は「学習認知言語能力」。それに対し、日常会話などで使うものを BICS
（Basic Interpersonal Communication Skills）「日常言語能力」という。
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A Report on the Training of English Teachers for Young Learners
－－ The Case of Heian Jogakuin (St. Agnes’) College －－
Kimie Ito
<Abstract>
It is well known that the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology have allowed all the
elementary schools to teach “English Conversation” as a part of “International Understanding” in the class of
Sogoteki Gakushuu no Jikan from April,2002. As a result, the enthusiasm for teaching English to young leaners
has spread very rapidly on a nationwide scale, though this has given rise to much controversy.
The Department of English Communication at Heian Jogakuin (St. Agnes’) Collge Takatsuki Campus started
an English teachers’ training program for young learners last year. The classes consist of : 1) Teaching
Internship, 2) Theory of English Education for Young Learners, and 3) Theory of Materials Development.
The objectives of these classes are to make students more motivated and also to help them become more
independent individuals after graduation, in addition to meeting the demands for effective English teachers.
This paper will describe the contents of each class, provide some examples of the issues, and finally,
investigate how effective this program is in motivating the students to study.
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